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活動銀河核 (AGN)の一種である Flat Spectrum Radio Quasar（FSRQ）のVHEガンマ線（E>100 GeV）帯
域における観測・検出は、(1) 天体内部でのガンマ線吸収と (2) FSRQ自体が他の活動銀河核に比べ遠方に分布す
るために宇宙赤外背景光による吸収がより強く働く、という二つの吸収効果に阻まれる為に困難である。その中
で、次世代地上ガンマ線望遠鏡アレイ (Cherenkov Telescope Array Observatory, CTAO)計画における大口径望
遠鏡初号機 LST-1は、z = 0.997の遠方 FSRQ OP 313からの VHEガンマ線を検出することに成功した。この
成功は、LST-1の優れた低エネルギー閾値の証左となるものであり、将来の CTAOが FSRQの理解を深める上
での可能性を示している。VHEガンマ線で検出されたOP 313は、地上型チェレンコフ望遠鏡により検出された
AGNの中で最も遠方なAGNであり、同エネルギー帯域で 10番目に検出された FSRQとして数えられる。
本発表では、LST-1による他の活動銀河核の観測結果の報告を行い、VHEガンマ線で検出された最も遠いAGN

であるOP 313の発見に焦点を当てる。


